
新
古
今
集
の
語
葉
論
的
考
察

次

同
口

序
論
第
一
章
全
語
葉
数
に
つ
い
て

第
一
節
言
語
量

第
二
節
異
な
り
語
数
と
品
詞
百
分
比

第
三
節
平
均
使
用
度
数

第
二
章
品
詞
別
語
葉
数
に
つ
い
て

第

一

節

名

詞

第

二

節

動

詞

第
三
節
形
容
詞

第
三
章
意
義
分
類

第
一
節
語
柔
量

第
二
節
共
通
語
と
単
独
使
用
語

序

論

語
裳
論
は
比
較
的
新
し
く
開
発
さ
れ
た
分
野
で
あ
る
た
め
種
々
の

問
題
が
あ
る
が
、
文
学
作
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
案
と
そ
の
作
品

の
性
質
と
の
間
に
あ
る
、
つ
な
が
り
と
い
う
も
の
が
見
出
さ
せ
る
。

三
十
回
生

尾

方

敏

子

小
論
で
は
、
「
新
古
今
集
」
を
取
り
あ
げ
、
主
に
「
古
今
集
」
と

比
較
し
な
が
ら
語
葉
面
で
の
考
察
を
行
い
、
和
歌
文
学
に
お
け
る
「
新

古
今
集
」
の
特
色
、
或
い
は
「
古
今
集
」
と
の
類
似
性
等
を
探
っ
て

行
き
た
い
と
思
う
。
（
以
下
「
新
古
今
」
「
古
今
」
と
称
す
）

猶
、
調
査
は
、
滝
沢
貞
夫
編
「
新
古
今
集
総
索
引
」
に
拠
っ
た
。

第
一
章
全
語
葉
に
つ
い
て

第
一
節
言
語
量

小
宮
堅
次
郎
氏
蔵
本
「
新
古
今
和
歌
集
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
自

立
語
総
数
は
三

0
・
八
七
人
語
で
あ
る
。
こ
の
言
語
量
を
他
氏
の
調

査
に
よ
る
他
作
品
と
比
較
す
る
と
表
ー
に
な
る
。
乙
の
表
か
ら
「
古

ム
己
と
比
較
し
て
も
充
実
し
て
お
り
、
作
品
の
量
と
し
て
は
随
筆
や

物
語
の
ジ
ャ
ン
ル
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
大
き
き
で
あ
る
ζ

と
が
わ

か
る
。
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第
二
節
異
な
り
語
数
と
品
詞
百
分
比

大
野
晋
氏
に
よ
れ
ば
、
あ
る
作
品
の
文
章
性
格
は
、
そ
の
作
品
に

使
用
さ
れ
て
い
る
品
詞
別
異
な
り
語
数
の
比
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
知

る
事
が
で
き
る
。

「
新
古
今
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
異
な
り
語
数
は
二
、

七
六

O
語、



自立語総数比較表

作品名 延べ語教
新古今

備 考
との比

新古今集 30, 878 100 

古今集 18, 216 59. 0 

後援集 11, 964 38. 7 宮島氏の御調査による

土佐日記 3, 425 11. 1 向上

枕草子 32, 906 106. 6 向上

落窪物語 27, 224 88. 2 江口教授の御調査による

＜表1>

そ
の
品
詞
別
比
率
は
表
2
の
通
り
で
あ
る
。
「
新
古
今
」
は
体
言
止

め
と
い
う
修
辞
の
多
用
に
よ
り
僅
か
に
「
古
今
」
よ
り
名
詞
の
比
率

が
上
回
っ
て
い
る
一
因
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
大
野
氏
が
呈
示
し

た
九
作
品
の
相
関
図
に
「
新
古
今
」
を
組
み
入
れ
て
み
た
。

ζ
れ
よ

異なり語数と品詞別百分率

（）内は%

新古今 古 今

l, 658 l, 150 
名 調 ( 60. 1) ( 55. 5) 

817 650 
動 詞

( 29. 6) ( 31. 4) 
97 99 

形容詞
( 3. 5) ( 4. 8) 
43 
． 
34 

形容動調
( 1. 6) ( 1. 6) 
145 138 

そ の他
( 5. 3) ( 6. 7) 

計 2, 760 2, 071 

8aτ 
唱
E
－a

＜表2>

り
、
素
材
の
変
化
が
多
様
に
な
り
、
し
か
も
描
写
、
叙
述
が
複
雑
で

あ
っ
て
、
内
容
・
表
現
と
と
も
に
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
て
順
調
に

豊
か
に
な
っ
た
と
と
が
分
か
る
。

以
上
の
と
と
か
ら
、
「
古
今
」
は
語
棄
や
表
現
力
が
豊
か
で
変
化

に
富
む
も
の
と
言
え
、
「
新
古
今
」
は
何
度
も
同
じ
語
を
繰
返
し
用

い
る
傾
向
が
あ
り
、
「
古
今
」
の
頃
よ
り
歌
語
が
整
理
さ
れ
、
歌
語

と
し
て
確
立
化
し
て
き
で
い
る
と
い
う
と
と
が
言
え
る
。

第
三
節
平
均
使
用
度
数

表
現
性
を
平
均
使
用
度
数
に
よ
っ
て
探
る
。

回
使
用
さ
れ
た
か
、
表

3
K
一
不
し
比
較
し
た
。

一
つ
の
語
が
平
均
何

こ
れ
よ
り
、
作
品
の



が
土
匪
て
て
レ
る
一
医
と
考
え
ら
れ
る
z

更
に
、
大
脳
同
氏
し
か
呈
示
し

た
九
作
品
の
相
関
図
に
「
新
古
今
」
を
組
み
入
れ
て
み
た
。

ζ
れ
よ

平均使用度数

新古今 古今 土佐 枕草子 落窪

名 調 5. 95 4. 67 3. 52 5. 15 6. 28 

動 詞 6. 92 5. 48 4. 15. 5. 92 8. 86 

形容詞 8. 61 5. 84 3. 20 15. 19 8. 76 

形容動詞 4. 47 2. 79 1. 96 4. 24 4. 97 

高リ 言司 5. 26 3. 07 3. 66 21. 82 ／／  

そ の他 2. 93 2. 63 4. 34 12. 65 14. 15 

全 体 6. 24 4. 83 3. 71 6. 27 7. 90 

＜表3>

量
の
大
き
さ
、
同
語
を
繰
返
し
使
用
す
る
傾
向
な
ど
先
に
示
し
た
考

察
を
確
認
で
き
た
と
言
え
る
。

と
と
ろ
で
作
品
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
語
に
違
い
が
生
じ
て
く
る

表
有
明
但
を
守
長
俊
斥
展
都
民
よ
，
て
拐
ξ

回
使
用
さ
れ
た
か
、
表
3
K
示
し
比
較
し
た
。

一f
，
Fd
寵
カ
耳
l

耗
伊

と
れ
よ
り
、
作
品
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
表
4
に
使
用
度
数
上
位
叩
語
を
示
し
た
。
「
新

古
今
」
と
「
古
今
」
は
共
通
す
る
語
が
多
い
、
当
然
の
結
果
を
得
た
。

し
か
し
「
っ
き
」
だ
け
大
き
く
順
位
が
違
っ
て
い
る
が
乙
れ
に
つ
い

て
は
第
三
章
に
譲
る
と
と
と
す
る
。

第
二
章
品
詞
別
語
素
数
に
つ
い
て

第

一

節

名

詞

「
新
古
今
」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
品
詞
は
一
、
六
五
八
語
九
、
八
五

九
例
で
あ
る
。

ζ

の
使
用
度
数
分
布
状
況
を
調
べ
て
み
る
と
、
異
な

り
語
数
と
延
べ
語
数
の
関
係
よ
り
一
新
古
今
」
は
、
同
じ
記
聞
を
何
回

も
繰
返
し
使
用
し
て
い
て
、
「
古
今
」
よ
り
、
よ
り
一
層
歌
語
と
し

て
確
立
し
た
も
の
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
、
前
述
し
た

考
察
を
再
確
認
で
き
る
結
果
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
ど
の
よ
う
な
語
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か

高
使
用
度
数
上
位
却
語
を
示
し
た
の
が
表
5
で
あ
る
。
「
古
今
」
と

比
較
す
る
と
、
多
少
の
順
位
の
ず
れ
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
「
ひ

と
は
な
・
あ
き
・
み
・
乙
と
ろ
・
は
る
」
な
ど
は
歌
語
に
お
い
て
最

も
基
本
的
、
基
礎
的
な
語
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
反
面
、
「
っ
き
」

「
つ
ゆ
」
な
ど
「
新
古
今
」
と
「
古
今
」
と
で
の
使
用
度
数
の
違
い

も
見
ら
れ
、
歌
語
と
し
て
の
名
調
に
も
、
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
僅

か
に
変
化
が
見
ら
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
新
古
今
」
と
「
古
今
」
は
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
た
め
、
共
通

語
を
調
べ
る
と
そ
の
比
率
は
大
き
く
な
る
。
表
6
よ
り
、
六
割
も
「
古

ム
己
は
「
新
古
今
」
と
共
通
す
る
語
が
占
め
る
の
が
分
か
る
。
乙
れ

は
、
や
は
り
「
新
古
今
」
は
、
「
古
今
」
を
そ
の
模
範
と
し
た
と
と

に
拠
る
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
高
使
用
度
数
の
共
通
語
は
、
い
づ

F
H
U
 

唱
E
A



＜表4> 主要語葉表上位30語

古 A寸>. 集

順位 語 度数 % 

1 ひと 231 23. 09 

2 あり 180 17. 99 

3 みる 168 16. 79 

4 おもふ 159 15. 89 

5 なし 153 15. 29 

6 はな 147 14. 69 

7 わ （我） 135 13. 49 

8 すくサ変＞ 124 12. 39 

9 乙とろ 109 10. 89 

10 あき 106 10. 59 

11 なく 87 8. 70 

12 しる 85 8. 50 

13 くくカ変＞ 83 8. 30 

II み （身） II II 

15 きみ 80 8. 00 

16 われ 79 7. 90 

17 もの 77 7. 70 

18 なる 75 7. 50 

19 はる 70 7. 00 

20 あふ 67 6. 70 

21 ちる 65 6. 50 

II 乙と II II 

／／ いろ II II 

24 いふ 62 6. 20 

25 ふる 54 5. 40 

II Tこつ II ／／ 

27 とき 52 5. 20 

28 みゆ 51 5. 10 

II ゆく II II 

30 やま 50 5. 00 

新 古 メ1>. 集

順位 三ロ五ロ 度数 % 

1 っき 266 15. 45 

2 ひと 248 14. 40 

3 みる 227 13.18 

4 あり 218 12. 66 

5 おもふ 210 12. 20 

6 あき 209 12. 14 

7 なし 206 11. 96 

8 すくサ変＞ 195 11. 32 

9 そで 167 9. 70 

10 はな（花） 162 9. 41 

11 み （身） 150 8. 71 

12 つゆ 149 8. 65 

13 乙とろ 144 8. 36 

14 はる 125 7. 26 

15 しる 122 7. 08 

16 そら 121 7. 03 

17 わ （我） 113 6. 56 

18 かぜ 110 6. 39 

II よ （世） II II 

20 まつ（待〕 104 6. 04 

21 よ （夜） 103 5. 98 

22 ふく 101 5. 87 

23 もの 86 4. 99 

24 みゆ 82 4. 76 

II いろ II II 

26 とふ 80 4. 65 

II なく ／／ II 

28 ゆめ 78 4. 53 

29 むかし 76 4. 41 

30 なる（成） 73_ 4. 24 

ρ
b
 

T

，i
 



＜表s> 名詞主要語棄（上位 30語）

新 古 メ込1 古 l寸>. 

順位 呈ロ五ロ 度数 % 順位 至ロ五ロ 度数 % 

1 っき 266 15. 45 1 ひと 231 23. 09 

2 ひと 248 14. 40 2 はな 147 14. 69 

3 あき 209 12. 14 3 わ （我） 135 13. 49 

4 そで 167 9. 70 4 あき 109 10. 89 

5 はな 162 9. 41 5 乙乙ろ II II 

6 み （身） 150 8. 71 6 み （身） 83 8. 30 

7 つゆ 149 8. 65 7 きみ 80 8. 00 

8 乙乙ろ 144 8. 36 8 われ 79 7. 90 

9 はる 125 7. 26 9 もの 77 7. 70 

10 そら 121 7. 03 10 はる 70 7. 00 

11 わ （我） 113 6. 56 11 いろ 65 6. 50 

12 かぜ 110 6. 39 償 乙と ／／ II 

II よ （世） ／／ II 13 とき 52 5. 20 

14 よ （夜） 103 5. 98 14 やま 50 5. 00 

15 もの 86 4. 99 15 いま 49 4. 90 

16 いろ 82 4. 76 16 かぜ 48 4. 80 

17 ゆめ 78 4. 53 17 よ （世〕 45 4. 50 

18 むかし 76 4. 41 18 よ （夜） 41 4. 10 

19 なみ 70 4. 07 19 な （名） 39 3. 90 

20 けふ 69 4. 01 20 そで 38 3. 80 
II やま II II II ゆき II II 

22 いま 67 3. 89 22 やど 36 3. 60 

23 乙と 66 3. 83 23 なに 35 3. 50 

24 きみ 65 3. 77 II ほととぎす II II 

25 なみだ 64 3. 72 25 と、と 34 3. 40 

26 やど 60 3. 48 II 乙ゑ II 鱒

27 かげ 58 3. 37 II なみだ II II 

II くも II II II みづ II II 

II 乙ゑ II II 29 とし（暦年） 32 3. 20 
H ゆき II II II ょのなか II II 

” ゆふぐれ
II II 
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く表

剛一

1
一2
一3
一4
一5
一6
－7
－8
一9
一日

E
U一日
II 

日
一
日
一
口
一
同
一
日
一
初
一
引
い

II 

II 

24 

25 

II 

27 

28 

II 

30 



＜表6>

＼ 新 古 ~ 古 d『1、

！ のも）1 ぐ%）
異 共 通 圭日五口 657: 39. 6 657 I 57. 

な

り 単独使用語 1,0011 60.4 493 I 42. 9 

至ロ五口

数 計 1, 658: 100.。1, 150: 100.。
延 共 通 宝何回五 8, 001: 81. 2 4, 661 : 86. 7 

≪ 
単独使用語 1, 858: 18. 8 713 : 13. 3 
語

数 計 9, 859: 100.。5, 374: 100.。

れ
も
各
々
の
主
要
語
葉
上
位
お
語
内
に
含
ま
れ
て
い
る
。

第

二

節

動

詞

動
詞
の
語
数
は
、
異
な
り
語
数
八
一
七
語
（
二
九
・
六
%
）
、
延

べ
語
数
五
千
六
五
五
語
（
一
ニ
二
・
八
%
）
で
あ
る
。
乙
の
比
率
は
「
古

今
」
よ
り
僅
か
に
低
い
。
乙
れ
を
活
用
の
種
類
別
に
見
る
と
四
段
活

用
が
約
半
数
を
占
め
、
次
に
下
二
段
活
用
が
多
く
、
乙
の
傾
向
は
、

「
古
今
」
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
に
四
段
活
用
か

ら
二
段
活
用
に
転
じ
た
と
さ
れ
る
語
の
中
で
「
生
く
」
に
古
い
四
段

活
用
が
残
っ
て
い
た
。
ま
だ
歌
語
で
は
こ
の
移
行
が
充
分
に
定
着
し

て
い
な
か
っ
た
乙
と
が
分
か
る
。

動
詞
の
使
用
度
数
分
布
を
調
べ
る
と
、
異
な
り
語
数
の
四
六
・
五

%
に
当
た
る
三
八

O
語
が
一
回
し
か
使
用
さ
れ
ず
、
六
固
ま
で
で
全

体
の
八
割
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
延
べ
語
数
で
は
使
用
度
数
五
一

回
以
上
で
四

0
・
一
%
を
占
め
て
し
ま
う
。
「
古
今
」
と
の
関
係
は
‘

名
詞
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
乙
と
が
分
か
っ
た
。

で
は
、
ど
の
・
よ
う
な
語
が
使
わ
れ
て
い
る
か
、
表
7
に
主
要
語
集

上
位
初
語
を
示
し
た
。
加
語
中
却
語
も
「
古
今
」
と
共
通
し
て
い
て
、

「
み
る
・
あ
り
・
お
も
ふ
・
す
」
を
基
本
語
棄
と
し
て
あ
げ
る
乙
と

が
で
き
る
。
動
詞
は
、
名
調
よ
り
更
に
「
古
今
」
と
の
類
似
性
が
高

い
と
言
え
る
。

次
に
「
古
今
」
と
の
共
通
語
を
見
る
と
表
8
に
な
る
。
全
体
的
に

は
、
両
作
品
と
も
共
通
語
が
優
勢
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
「
新
古
今
」

の
ナ
変
の
単
独
使
用
語
は
「
い
ぬ
」
で
あ
る
が
、
「
古
今
」
で
は
類

義
語
「
去
る
」
が
使
わ
れ
て
い
た
も
の
が
、
二
語
の
微
妙
な
違
い
が

認
め
ら
れ
て
「
新
古
今
」
に
至
っ
て
歌
語
と
し
て
認
め
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
歌
語
が
確
立
化
さ
れ
て
い
く
の
と
と
も
に
、
表
現
も

豊
か
に
な
っ
て
い
っ
た
事
が
窺
え
る
。
し
か
し
、
素
材
の
特
質
に
は
、

全
般
的
に
は
特
色
と
言
え
る
も
の
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

第
三
節
形
容
詞

形
容
詞
は
、
異
な
り
語
数
九
七
語
、
延
べ
語
数
八
三
五
語
の
語
数

-18-
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／
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／
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F

べ
語
数
五
千
六
五
五
語
士
三
一
・
八
%
）
で
あ
る
。
乙
の
比
率
は
「
古

今
」
よ
り
僅
か
に
低
い
。
乙
れ
を
活
用
の
種
類
別
に
見
る
と
四
段
活

形 1
容 i
詞 l
は第 l

異節 1
な
り形
至五勿Cマ
ロ口令er

数詞
九
七
三五
ロ口

延
べ
語
数
八
三
五
語
の
語
数

動詞主要語案（上位30語）

新 古 メ寸〉、 古 メ寸〉、

順位 三口五口 度数 % 順位 圭ロ五ロ 度数 % 

1 みる 227 13. 18 1 あり 180 17. 99 

2 あり 218 12. 66 2 みる 168 16. 89 

3 おもふ 210 12. 20 3 おもふ 159 15. 89 

4 す 195 11. 32 4 す 124 12. 39 

5 しる 122 7. 08 5 なく 87 8. 70 

6 まつ 104 6. 04 6 しる 85 8. 50 

7 ふく 101 5. 87 7 く 83 8. 30 

8 く 97 5. 63 8 なる 75 7. 50 

9 みゆ 82 4. 76 9 あふ 67 6. 70 

10 とふ 80 4. 65 10 ちる 65 6. 50 

II なく II ／／ 11 いふ 62 6. 20 

12 なる 73 4. 24 12 Tこっ 54 5. 40 

II ふる II 

” 
II ふる ／／ ／／ 

14 ちる 70 4. 07 14 ゆく 51 5. 10 

15 あふ 65 3. 77 ／／ みゆ ／／ II 

16 Tこつ 64 3. 72 16 こふ 42 4. 20 

II ゆく ／／ II 17 まつ 41 4. 10 

18 きく 61 3. 54 18 ふ 38 3. 80 

II ふ ／／ II 19 'td 37 3. 70 

20 ながむ 59 3. 43 20 あく 36 3. 60 

21 おく 57 3. 31 21 さく 35 3. 50 

22 いふ 54 3. 14 22 いつ 34 3. 40 

23 いづ 52 3. 02 23 ふく 33 3. 30 

24 わする 50 2. 90 24 きく 31 3. 10 

25 しのぶ 47 2. 73 25 わく 27 2. 70 

26 すぐ 46 2. 67 ／／ ながる ／／ II 

27 Tこゆ 45 2. 61 27 てふ 26 2. 60 

28 宮：弘 42 2.44 28 うつろふ 25 2. 50 

29 官：弘る 41 2. 38 29 すむ 24 2. 40 

30 きゅ 39 2. 26 30 をる 23 2. 30 

II わカ〉る II II 

nwu 

＜表7>



＜表s>動詞異なり語数活用型別比較表

四 上一 よ二 下二 カ変 サ変 ナ変 ラ変

共通語 210 210 8 8 15 15 107 107 13 13 1 1 2 2 3 3 

（%） (46. 1) (59. 2) (38. 1) (53. 3) (55. 6) (51. 7) (39. 8) (49. 8) (41. 9) (56. 5) (16. 7) (50. 0) (66. 7) (100) (75) (14. 3) 

単独使用語 246 145 13 7 12 14 162 110 18 10 5 1 1 。 1 4 
（%〕 (53. !j) (40. 8) (61. 9〕(46. 7) (44. 4) (48. 3) (60. 2) 匂0.2) (58. 1) (43. 5) (83. 3) ( 50〕(33. 3) ( 0) (25) (85. 7) 

言十 456 355 21 15 27 29 269 217 31 23 6 2 3 2 4 7 

（%） ( 10⑪ ( 100〕( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) (100) ( 100) ( 100) 

動詞延べ語数

四 上－ 上二 下二 カ変 サ変 ナ変 ラ変

共通語 2.688 1, 450 2焔6 204 164 129 1, 156 673 125 97 195 124 5 11 236 189 

（%） (86. 2) (74. 2) (93. 7〕(95. 8) (99. 2) (86. 6) (80. 7) (83. 6) (83. 9〕 ( 89) (95. 1) l97. 6) ( 50) (100〕(94. 4) (93. 3〕

単独使用語 429 505 18 9 43 20 277 132 10 3 5 。14 4 
（%〕 (13. !j) (25. 8) ( 6. 3) ( 4. 2) ( 0. 8) (13. 4〕(19. 3〕。6.4) (16. 4) ( 11) ( 4. 9) ( 2. 4〕 ( 50) (0〕( 5. 6) ( 6. 7) 
計 3, 117 1, 955 2沼4 213 207 149 1, 433 805 805 109 205 127 10 11 250 193 

（%） ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) (100) ( 100) ( 100) 

※各活用型の左＝新古今集、右＝古今集
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異
な
り
語
数
、
延
べ
語
数
を
活
用
別
に
示
し
た
の
が
表
9
で
あ
る
。

ク
活
用
の
方
が
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
多
い
「
新
古
今
」
は
比
較
的
状

＜表9>

新 古 ム寸 古 A寸... 

異なり語 延べ語 異なり語 延べ語

ク 69 630 69 417 
活
用 (71. 1) (75. 4) ( 69. 7) ( 72. 1) 

急用
28 205 30 161 

(28. g) ( 24. 6) ( 30. 3) ( 27. 9) 

全 97 835 99 578 

体 ( 100) ( 100) ( 100) ( 100) 

音
便
形
は
「
古
今
」
で
僅
か
に
一
例
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
既
に
音
使

形
は
使
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
当
時
、
音
便
は
口
語
と
し
て

考
え
ら
れ
て
お
り
、
形
式
を
重
ん
じ
る
和
歌
の
言
葉
と
し
て
は
、
品

格
が
劣
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
制
約
の
厳
し

く
な
っ
て
い
た
歌
語
の
中
で
整
理
さ
れ
て
い
き
、
「
古
今
」
で
は
そ

れ
で
も
一
例
見
ら
れ
て
い
た
も
の
が
「
新
古
今
」
で
は
皆
無
と
い
う

事
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

な
い
か
。
そ
し
て
、
乙
れ
は
二
作
品
の
持
つ
性
格
を
一
示
し
、
主
題
を

も
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
活
用
形
別
に
形
容
詞
を
見
る
と
、

ζ

れ
を
更
に
活
用
の
種
類
別
に
分
類
す
る
と
、
語
幹
の
用
法
で
は
、

語
幹
に
「
み
」
が
つ
い
た
用
法
が
と
て
も
多
い
。
そ
の
中
で
も
「
新

古
今
」
は
他
の
語
幹
の
用
法
も
あ
ら
わ
れ
て
喚
体
匂
や
直
接
体
言
に

付
い
て
修
飾
す
る
用
法
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
語
幹
の
用
法
が

口
語
に
定
着
し
て
、
歌
語
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
乙

と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
使
用
度
数
の
広
が
り
を
見
る
と
、
「
新
古
今
」
は
度
数
9

固
ま
で
で
や
っ
と
八
割
に
達
す
る
の
に
「
古
今
」
は
6
回
で
八
割
を

越
え
る
。
形
容
調
も
「
新
古
今
」
は
繰
返
し
同
じ
語
を
使
用
し
て

い
る
と
い
う
乙
と
が
分
か
る
。

ど
の
よ
う
な
語
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。
表
叩
に
主
要
語
柔

上
位

m語
に
示
し
た
。
基
本
語
棄
と
し
て
は
「
な
し
・
う
し
・
か
な

し
・
乙
ひ
し
」
な
ど
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
上
位
初
語
中
日
語
、
そ

れ
も
上
位
の
方
に
共
通
す
る
語
棄
が
多
い
乙
と
か
ら
も
、
ニ
作
品
の

類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

第
三
章
意
義
分
類

第
一
節
語
葉
量

「
古
今
」
と
共
通
性
を
多
く
持
つ
「
新
古
今
」
で
あ
る
が
、
そ
の

特
色
と
言
え
る
世
界
の
象
徴
が
使
用
さ
れ
る
語
に
浮
び
あ
が
る
だ
ろ

う
。
そ
ζ

で
名
詞
を
意
味
に
よ
っ
て
分
類
、
整
理
し
て
個
性
を
明
ら

か
に
す
る
。
表
日
を
見
な
が
ら
大
項
目
ご
と
に
考
察
し
て
い
く
。
「
新

古
今
」
と
「
古
今
」
は
似
か
よ
っ
た
構
造
を
し
て
い
て
、
同
（
自
然

物
・
自
然
現
象
）
と

ω
（
抽
象
的
関
係
）
が
多
く
占
め
て
い
る
。
つ

ま
り
物
語
よ
り
主
体
な
る
も
の
は
狭
く
限
定
さ
れ
て
お
り
、
人
間
活

動
よ
り
自
然
や
抽
象
的
な
関
係
の
も
の
に
多
く
興
味
が
向
け
ら
れ
て
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形容詞主要語葉（上位20語）

新 古 A寸~ 古 ~ 

順位 語 活用 度数 目。 順位 圭ロ五ロ 活用 度数 %。

1 なし ク 206 11, 963 1 なし ク 153 15, 292 

2 うし ク 53 3, 078 2 ζひし シク 45 4, 498 

3 ふかし ク 50 2, 904 3 うし ク 41 4, 098 

4 かなし シク 43 2, 497 4 かなし シク 28 2, 799 

5 つらし ク 27 1, 568 5 をし シク 15 1, 499 

6 乙ひし シク 26 1, 510 6 Tこかし ク 13 1, 299 

7 さむし ク 25 1, 452 II ふかし ク ti ti 

／／ はかなし ク ti ti 8 さむし ク 12 1, 199 

9 ながし ク 23 1, 336 II わびし シク 贋 ti 

10 おなじ シク 19 1, 103 10 しげし ク 11 1, 099 

11 ちかし ク 16 0. 929 ti はかなし ク ti II 

12 すずし シク 15 0. 871 ti くるし シク ti ti 

ti をし シク II ti 13 つれなし ク 10 1, 000 

14 つれなし ク 14 0. 813 14 ちかし ク 9 0. 900 

ti むなし シク ti ／／ ti はやし ク ti ti 

16 しげし ク 12 0. 697 16 あゃなし ク 7 0. 700 

ti さびし シク ti ti II つらし ク ti ti 

18 いたし ク 11 0. 639 18 カ＞t.こし ク 6 0. 600 

19 ひさし シク 10 0. 581 II てオ1もなし ク ／／ ti 

20 くるし シク 9 0. 523 ti ほし シク ti II 

-22 
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い
て
、
平
安
時
代
の
和
歌
の
持
つ
性
質
が
あ
ら
わ
れ
て
日
る
と
言
え

て
も
、
連
綿
と
し
た
変
化
の
流
れ
が
あ
り
、
歌
語
の
歴
史
拘
変
遷
と



＜表

j顕也

fl 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

1 

い
て
、
平
安
時
代
の
和
歌
の
持
つ
性
質
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

小
項
目
ご
と
に
細
か
く
考
察
し
て
い
く
と
、
「
新
古
今
」
「
古
今
」

と
も
に
自
然
界
ま
た
は
抽
象
的
関
係
に
多
く
目
を
向
け
て
い
る
。
乙

れ
は
、
と
も
に
自
然
ま
た
は
客
観
に
関
す
る
主
題
と
、
人
事
ま
た
は

主
観
に
関
す
る
主
題
と
を
結
合
し
て
、
一
つ
の
新
し
い
世
界
を
創
造

す
る
手
法
を
取
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
時
「
古
今
」
の

場
合
、
自
然
は
あ
く
ま
で
も
主
観
を
導
く
た
め
の
比
験
で
あ
り
暗
示

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
と
に
は
強
く
持
情
す
る
人
聞
が
存
在
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
方
、
「
新
古
今
」
の
場
合
、
人
事
や
主
観
を
直
接

吐
露
す
る
の
で
は
な
く
、
自
然
や
客
観
的
、
抽
象
的
な
事
柄
に
目
を

向
け
、
そ
の
も
の
言
わ
ぬ
言
葉
を
感
覚
化
さ
れ
た
美
に
昇
華
し
、
幽

玄
体
と
い
う
符
情
を
醸
し
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
表
口
よ
り
、
「
新
古
今
」
は
「
古
今
」
と
語
柔
構

造
上
、
類
似
し
た
傾
向
を
示
す
と
言
え
る
が
、
「
古
今
」
よ
り
更
に
、

人
間
活
動
の
主
体
は
少
な
く
な
り
、
生
産
物
、
用
具
な
ど
よ
り
、
自

然
界
や
抽
象
的
関
係
の
言
葉
を
多
用
し
て
、
特
徴
あ
る
「
新
古
今
」

の
世
界
を
創
造
し
て
い
る
と
言
え
る
。

従
来
、
古
今
集
は
、
万
葉
に
比
べ
て
人
間
活
動
の
主
体
は
よ
り
せ

ま
く
限
ら
れ
、
そ
の
呂
は
周
辺
の
生
産
物
よ
り
は
、
む
し
ろ
自
然
界

な
い
し
は
時
聞
の
推
移
な
ど
の
、
や
や
抽
象
的
な
事
柄
に
向
け
ら
れ

る
乙
と
が
多
か
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
乙
の
「
万
葉
」
と
「
古
今
」

の
関
係
は
、
「
古
今
」
と
「
新
古
今
」
の
そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。

名
詞
だ
け
で
の
と
と
で
は
あ
る
が
、
「
万
葉
」
か
ら
「
古
今
」
を
経

て
「
新
古
今
」
に
至
る
時
聞
の
経
過
に
従
い
、
語
葉
構
造
上
に
お
い

9 

12 

II 

10 

14 

16 

18 

19 

20 

11 

II 

II 

て
も
、
連
綿
と
し
た
変
化
の
流
れ
が
あ
旬
、
歌
語
の
歴
史
的
変
遷
と

し
て
、
そ
の
傾
向
を
垣
間
見
る
ζ

と
が
で
き
た
と
言
え
よ
う
。

第
二
節
単
独
使
用
語
と
共
通
語

乙
の
節
で
は
、
前
節
か
ら
更
に
、
語
葉
の
特
徴
の
他
の
面
と
し
て

語
嚢
の
作
品
聞
の
関
係
を
見
て
行
く
。

各
作
品
の
異
な
り
語
、
延
べ
語
中
、
ど
の
程
度
が
そ
の
作
品
だ
け

に
使
用
さ
れ
て
い
る
か
は
、
第
二
章
第
一
節
よ
り
「
新
古
今
」
六

0

・
四
%
、
一
八
・
二
%
、
「
古
今
」
四
二
・
九
%
、
一
三
・
三
%
と

な
っ
て
い
て
、
「
新
古
今
」
で
は
基
礎
的
、
一
般
的
な
語
の
あ
ら

わ
れ
る
比
率
よ
り
、
よ
り
「
新
古
今
」
だ
け
に
あ
ら
わ
れ
る
独
自
の

語
を
使
う
と
と
が
多
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
乙
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
内
部
に
お
け
る
単
独
使
用
語
と
共

通
語
の
出
現
す
る
割
合
を
百
分
比
で
表
示
し
て
表
四
を
得
た
。
乙
れ

よ
り
、
「
新
古
今
」
と
「
古
今
」
は
と
も
に
自
然
現
象
や
植
物
、
ま

た
時
間
や
空
聞
に
関
す
る
語
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
分
か
る
。

乙
れ
は
、
「
古
今
」
は
そ
の
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
、
白
然
と
人

事
を
融
合
さ
せ
る
手
法
を
用
い
て
、
現
実
性
を
有
す
る
世
界
を
時
間

の
経
過
の
な
か
で
創
出
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
「
新
古
今
」
は
、
こ

の
よ
う
な
「
古
今
」
を
模
範
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

前
述
の
よ
う
な
結
果
が
あ
ら
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

単
独
使
用
語
で
も
、
「
新
古
今
」
「
古
今
」
と
も
問
項
や
川
項
が

豊
富
で
あ
る
。
し
か
し
、
細
か
に
比
較
す
る
と
相
違
が
見
ら
れ
る
。

「
古
今
」
は
、
各
項
目
ご
と
の
差
が
「
新
古
今
」
に
比
べ
る
と
小
さ

く
、
問
項
以
外
は
、
ほ
ぼ
万
遍
な
く
独
自
な
語
が
出
現
し
使
用
さ
れ

て
い
る
と
言
え
る
。
よ
っ
て
「
古
今
」
の
方
が
よ
り
広
範
囲
な
分
野
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｜｜ 

＜表11> 名詞使用語葉数

新古今集 古 ~ 集

分類 主たる意義 異語数 ヲら 麺嘉数 哩b
平均侵

ヲら 隠語数 ヲら 時用度均重慣野
用度重自

1 抽象的関係 309 18.64 2.676 27.14 8. 7 234 20.35 6,430 26.61 6. 1 

1 a 本体・関係 22 1. 33 295 2. 99 13. 4 25 2. 17 259 4. 82 10.4 

1 b 存在・様相 7 0. 42 11 0.11 1. 6 8 0. 70 9 6. 17 1. 1 

1 c カ ． 変化 21 1. 27 58 0.59 2. 8 11 0.96 13 6. 24 1. 2 

1 d 時間・位置 199 12.00 1, 993 20. 22 10. 0 143 12. 43 962 17. 90 6. 7 

1 e 形・量・数 60 3. 62 319 3. 24 5. 3 47 4. 09 187 3.48 4. 0 

2 人間活動の主体 231 13. 9ヨ1, 2βO 12. 78 5. 5 150 13. 04 945 17. 58 6. 3 

2 a 個人・人間 29 1. 75 584 5. 92 20.1 29 2. 52 592 11. 02 20.4 

2 b 神仏・精霊 5 0. 30 17 0.17 3. 4 2 0. 17 13 0.24 6. 5 

2 c 家族・仲間 10 0.60 40 0.41 4. 0 12 1. 04 23 0.43 1. 9 

2 d 階級・職業 23 1. 39 64 0. 65 2. 8 14 1. 22 39 0. 73 2. 8 

2 e 社会・機関 164 9.89 555 5. 63 3.4 93 8. 09 278 5. 17 3.0 

3 人 間活 動 142 8. 56 806 8. 18 5. 7 137 11. 91 552 10. 27 4. 0 

3 a 感情・意志 75 4. 52 594 6. 02 7. 9 69 6. 00 3鈎 7.07 5. 5 

3 b 言動・創作 17 1. 03 68 0.69 4. 0 16 1. 39 73 1. 36 4. 6 

3 c 風俗・社会 27 1. 63 77 0. 78 2. 9 27 2. 35 53 0. 99 2. 0 

3 d 交際・支配 16 0.97 59 0.60 3. 7 12 1. 04 33 0.61 2. 8 

3 e 経済・業務 7 0. 42 8 0. 08 1. 1 13 1. 13 13 0. 24 1. 0 

4 生謹物．用具・物品 233 14. 05 851 8. 63 3. 6 134 11. 65 334 6. 22 2. 5 

4 a 物品・資材 20 1. 21 56 0.57 2. 8 17 1. 48 29 0.54 1. 7 

4 b 衣料・装身具 56 3. 38 368 3. 73 6. 6 40 3. 48 149 2. 77 7 

4 c 食 料 3 0.18 13 0. 13 4. 0 5 0. 43 6 o. 11 1. 2 
4 d 住居・道具 79 4. 76 189 1. 92 2. 4 36 3. 13 55 1. 02 1. 5 

4 e 造 営 物 75 4. 52 225 2.28 3. 0 II II 95 1. 77 2. 6 

5 自然物・自然、現象 743 44. 81 4,266 43. 27 5. 7 495 43. 04 2, 113 39. 32 4. 3 

5 a 刺 激 33 1. 99 369 3. 74 11. 2 27 2. 35 208 3. 87 7. 7 

5 b 天地・現象 430 25. 93 2,368 24. 02 5. 5 247 21. 48 927 17. 25 3. 8 

5 c 植 物 210 12. 67 1, 015 10. 30 4.8 150 13. 04 618 11. 50 4. 1 

5 d 動 物 44 2. 65 214 2. 17 4. 9 44 3.83 185 3. 44 4. 2 

5 e 人体・生命 26 1. 57 300 3. 04 11. 5 27 2.35 175 3. 26 6. 5 

計 1,658 9,859 5. 9 1, 150 5,374 4. 7 
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＜表12> 名詞単独・共通語集出現率

異 な り 量ロ五ロ 数 延 ハミ 語 数

分類 主たる意義 新古今 古今 共通 分類 新古今 古今 共通語

1 抽象的鶏係 16. 2 17. 6 22. 4 1 20. 9 21. 2 28.6 27. 4 

1 a 本体．関係 0.7 2. 0 2. 3 1 a 0.9 2. 5 3. 5 5. 2 

1 b 存在・様相 0.4 1. 0 0. 5 1 b 0.4 o. 7 0. 1 0. 1 
1 c カ ． 変化 1. 6 1. 2 0. 8 1 c 2. 2 0. 8 0. 2 0. 2 

1 d 時間・位置 10. 1 9. 1 14. 9 1 d 13. 7 10. 0 21. 7 19. 1 

1 e 形・量・数 3. 4 4. 3 4. 0 1 e 3. 8 7. 2 3. 1 2. 9 

2 人間活動の主体 15. 3 14. 6 11. 9 2 12. 7 12. 6 12. 8 18. 3 

2 a 個人・人間 1. 7 3.4 1. 8 2 a 1. 1 3. 2 7. 0 12. 2 

2 b 神仏・精霊 0.3 。0. 3 2 b 0. 2 。0.2 0. 3 
2 c 家族・仲間 0. 3 1. 0 1. 1 2 c 0.4 1. 0 0. 4 0.3 

2 d 階級・職業 1. 5 1. 2 1. 2 2 d 1. 3 1. 0 0. 5 0. 7 

2 e 社会・機関 11. 5 8. 9 7. 5 2 e 9. 6 7. 4 4. 7 4. 8 

3 人 間 活 動 8. 4 16. 0 8. 8 3 8. 1 14. 2 8. 2 9. 7 

3 a 感情・意志 4. 6 8. 1 4. 4 3 a 4. 4 7. 2 6. 4 7. 1 

3 b 言動・創作 0.8 1. 4 1. 4 3 b 0.8 1. 4 0. 7 1. 4 

3 c 風俗・社会 1. 6 3. 2 1. 7 3 c 1. 4 2. 9 0. 6 0.7 

3 d 交際・支配 1. 0 1. 2 0. 9 3 d 1. 3 1. 3 0. 4 0. 5 

3 e 経済・業務 0.4 2. 0 0. 5 3 e 0. 3 1. 4 0.04 0. 1 

4 生産助・用具・物品 16.4 13. 0 10. 7 4 14. 0 11. 9 7 4 5. 3 

4 a 物品・資材 1. 5 2. 4 0.8 4 a 1. 1 1. 8 0.4 0. 3 

4 b 衣料・装身具 3. 2 3. 2 3. 7 4 b 2. 3 4. 1 4. 1 2. 6 

4 c 食料I0.2 6. 1 0. 3 4 c 0. 2 0. 4 0. 1 0. 1 

4 d 3. 9 2. 6 4 d 6. 3 3. 1 0. 9 0. 7 

4 e 造 営 物 4 5. 3 2. 8 3. 3 4 e 4. 1 2. 5 1. 9 1. 7 

5 自然物・自然現象 43. 8 38. 7 46. 3 5 44. 2 40. 1 43. 0 39. 2 

5 a 車lj 激 1. 4 1. 6 2. 9 5 a 1. 3 2. 0 4. 3 4. 2 

5 b 天地・現象 27. 5 18. 7 23. 6 5 b 27. 7 18. 4 23. 2 17. 1 

5 c 植 物 12. 1 12. 6 13. 4 5 c 12. 1 14. 2 9. 8 11. 1 

5 d 動 物 1. 6 3. 2 4. 3 5 d 1. 9 2. 8 2. 2 3. 5 

5 e 人体・生命 1. 2 2. 6 2. 1 5 e 1. 2 2. 8 3. 5 3. 3 
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の
語
葉
を
歌
語
と
し
て
取
り
入
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
前
述
し
た
「
新
古
今
」
に
お
け
る
歌
語
の
整
理
と
選
択
に
よ
る

確
立
化
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

、hノ

単
独
使
用
語
が
最
多
数
あ
ら
わ
れ
る
回
項
に
お
け
る
使
用
度
数
を

見
る
と
、
一
回
六
回
・
七
%
と
な
り
、
二
固
ま
で
で
ほ
ぼ
八
割
を
占

め
、
単
独
使
用
語
に
は
共
通
語
と
比
べ
て
歌
語
と
し
て
定
着
し
て
い

な
い
語
葉
が
多
い
と
言
え
る
。
と
の
よ
う
な
性
質
を
持
つ
単
独
使
用

語
で
は
あ
る
が
、
同
時
に
こ
の
中
に
各
作
品
の
特
徴
が
生
じ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
高
使
用
度
数
の
単
独
使
用
語

を
調
べ
る
と
、
「
新
古
今
」
で
は
、
は
っ
き
り
と
偏
り
が
見
ら
れ
る
。

「
古
今
」
は
「
新
古
今
」
よ
り
項
目
ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
同
じ
自
然
に
関
す
る
も
の
で
も
「
古
今
」
は
「
た
っ
た
が
は
」

と
い
っ
た
、
対
象
を
限
定
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
、
「
新
古
今
」

で
は
も
っ
と
抽
象
的
、
非
具
体
性
を
持
た
せ
ら
れ
る
語
葉
が
見
ら
れ

ヲ
匂
。
で
は
、
お
し
な
べ
て
、
ど
の
よ
う
な
語
、
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る

だ
ろ
う
か
。
高
使
用
率
上
位
初
語
ま
で
を
表
日
に
示
し
た
。
共
通
す

る
語
を
意
義
分
類
す
る
と
、
前
述
し
た
双
方
の
類
似
性
と
同
じ
傾
向

を
示
し
て
い
て
、
ひ
い
て
は
平
安
時
代
の
和
歌
文
学
に
お
け
る
歌
語

の
特
徴
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
乙
乙
で
も
微
少
で
は

あ
る
が
相
違
を
認
め
ら
れ
る
。

ζ

れ
は
、
「
古
今
」
の
方
が
、
人
聞

を
主
体
と
し
た
具
体
的
な
表
現
に
よ
り
、
美
的
観
念
の
世
界
を
創
出

し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、
「
新
古
今
」
は
、
隠
除
や
見
立
て
な
ど

の
方
法
が
多
く
択
ら
れ
、
「
詞
に
現
わ
れ
ぬ
余
情
、
姿
に
見
え
ぬ
景

気
「
金
備
え
て
、
自
然
感
情
を
「
古
今
」
の
如
く
人
事
と
融
合
す
る

の
で
な
く
、
象
徴
的
な
イ
メ
ー
ジ
に
ま
で
感
覚
化
さ
れ
て
し
ま
っ
て
、

現
実
感
に
欠
け
た
、
観
念
的
な
美
の
世
界
を
形
成
し
て
い
る
作
品
の

持
つ
特
質
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
っ
き
」
と
い
う
語
は
、
「
新
古
今
」
で
は
使
用
率

一
位
で
あ
る
の
に
、
「
古
今
」
で
は
と
て
も
低
い
。
そ
乙
で
、
「
古

今
」
か
ら
「
新
古
今
」
に
至
る
八
代
集
に
お
け
る
出
現
率
を
比
較
す

る
と
表
M
と
な
る
。
自
己
の
感
情
、
感
動
を
思
う
ま
ま
奔
放
に
詠
ん

で
い
た
「
万
葉
」
か
ら
、
し
だ
い
に
鍛
練
さ
れ
、
技
巧
や
工
夫
を
凝

ら
す
よ
う
に
な
る
に
従
い
、
人
事
を
直
接
詠
み
込
む
の
で
な
く
、
自

然
美
の
イ
メ
ー
ジ
を
、
時
に
は
自
然
そ
の
も
の
を
、
人
事
と
関
係
付

け
た
り
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
さ
せ
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
り
、
「
新
古

今
」
で
は
多
く
そ
の
自
然
を
全
面
に
押
し
出
し
、
持
情
の
気
分
を
醸

し
出
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
前
述
の
結
果
に
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
月
は
、
「
新
古
ム
こ
が
創
出
し
よ
う
と
す

る
世
界
の
求
め
る
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
素
材
で
あ
っ
た
と
言
う
ζ

と
だ

ろ
う
。以
上
、
意
義
分
類
に
よ
り
、
共
通
語
と
単
独
使
用
語
を
考
察
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
「
新
古
今
」
の
持
つ
特
色
を
あ
ら
わ
す
と
と
が
で

き
た
か
と
思
う
。

本

論

以
上
、
「
新
古
今
」
を
主
に
「
古
今
」
と
比
較
し
な
が
ら
、
全
語

葉
、
品
詞
別
語
柔
数
及
び
意
義
分
類
の
面
か
ら
考
察
す
る
と
と
に
よ

っ
て
、
和
歌
文
学
の
特
質
、
各
作
品
の
類
似
性
及
び
個
性
を
探
っ
て

き
た
が
、
そ
の
と
と
よ
り
、
次
の
よ
う
な
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
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名詞高使用率語

！原 新 古 l寸>.. 集 l原 古 l寸>.. 集

位 分類 語 実数 使用率 位 分類 三ロ五口 実数 使用率

1 5b っき 月 266 0. 0270 1 2a ひと 人 231 0. 0430 

2 2 a ひと 人 248 0. 0252 2 5 c はな 花 147 0. 0274 

3 1 d あき 秋 209 0. 0212 3 2a わ 我 135 0. 0251 

4 4b そで キ由 167 0. 0169 4 1 d あき 秋 109 0. 0203 

5 5 c はな 花 162 0. 0164 ，， 3 a 乙乙ろ心 II II 

6 5 e み 身 150 0. 0154 6 5e み 身 83 0. 0154 

7 5b つゆ 露 149 0. 0151 7 2 a きみ 君 80 0. 0149 

8 3 a こころ ,iJ、 144 0. 0146 8 2a われ 我 79 0. 0147 

9 1 d はる 春 125 0. 0127 9 4a もの 物 77 0. 0143 

10 5b そら 空 121 0. 0123 10 1 d はる 春 70 0. 0130 

11 2 a わ 我 113 0. 0115 11 5 a いろ 色 65 0. 0127 

12 5b かぜ 風 110 0. 0112 H 3b こと コ日ゴ II II 

II 2 e よ 世 II ／／ 13 1 d とき 時 52 0. 0097 

14 1 d よ 夜 103 0. 0104 14 5b やま 山 50 。目 0093

15 4 a もの 物 86 0. 0087 15 1 d いま メh1 49 0. 0091 

16 s a Iいろ 色 82 0. 0083 16 5b かぜ 風 48 0. 0089 

17 3a lゆめ 夢 78 0. 0079 17 2 e よ 世 45 0. 0084 

18 1 d むかし昔 76 0. 0077 18 1 d よ 夜 41 0. 0076 

19 5b なみ 波 70 I o. 0011 19 3b な 名 39 0. 0073 

20 1 d けふ今日 69 0. 0070 20 4b そで 袖 38 0. 0071 

／／ 5b やま 山 II II II 5b ゆき 雪 II II 
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＜表2s>
八代集における「っき」の使用比較

作品名 使用度数 % 

古 メ寸与、 27 2. 4 

後 撰 51 3. 6 

拾 遺 58 4. 3 

後拾遺 107 8. 8 

金 葉 87 12. 6 

三司 花 60 14目 6

千 載 162 12. 6 

新古今 266 13. 3 

ま
ず
、
「
新
古
今
」
は
「
古
今
」
の
約
二
倍
弱
の
大
き
さ
を
持
ち
、

随
筆
や
物
語
文
学
に
匹
敵
す
る
、
比
較
的
大
き
な
作
品
と
言
え
る
。

更
に
、
品
詞
別
に
分
類
比
較
し
て
い
く
乙
と
に
よ
り
、
「
万
葉
」
か

ら
「
古
今
」
、
「
新
古
今
」
へ
と
素
材
が
多
様
化
し
、
描
写
、
叙
述

の
複
雑
化
が
進
ん
だ
こ
と
が
分
か
っ
た
。
「
新
古
今
」
は
、
「
古
今
」

に
比
べ
て
同
語
の
繰
返
し
使
用
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
、
歌
語
と

し
て
整
理
さ
れ
、
確
立
化
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
基
本
語
葉
を
も

見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
類
似
性
の
高
い
二
作
品
で
あ
る
が
、
形
容

詞
で
は
、
「
新
古
今
」
は
比
較
的
状
態
表
現
が
多
く
、
「
古
今
」
は

心
理
儲
写
が
多

ρ
と
言
え
る
よ
う
に
、
相
違
が
見
ら
れ
た
。
意
義
分

類
に
よ
り
、
更
に
こ
の
相
違
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
二
作

品
と
も
自
然
界
ま
た
は
抽
象
的
関
係
に
多
く
目
を
向
け
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
し
か
し
、
「
新
古
今
」
の
方
が
、
乙
の
傾
向
が
強
く
、
特

徴
あ
る
「
新
古
今
」
の
世
界
を
創
造
し
て
い
る
と
言
”
え
る
。
そ
し
て
、

乙
れ
は
、
歌
と
し
て
形
を
成
し
た
「
万
葉
」
の
頃
か
ら
時
代
の
変
遷

と
と
も
に
、
し
だ
い
に
「
新
古
今
」
で
見
ら
れ
る
よ
う
な
特
質
を
形

成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

「
新
古
今
」
も
「
古
今
」
も
、
既
に
多
く
の
研
究
が
な
さ
れ
て
お

り
、
乙
れ
ら
の
結
果
は
、
そ
の
足
元
に
も
及
ば
ぬ
も
の
で
あ
る
が
、

独
自
の
調
査
に
基
づ
い
た
資
料
は
、
多
少
な
り
と
も
そ
の
特
質
、
個

性
を
表
出
し
得
た
か
と
思
う
も
の
で
あ
る
。
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